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はじめに：ナノシート束はナノ構造体のひとつの形態であり，大型デバイスへの応用が期待され

ている．これまで，SiやGeのナノシート束をはじめ, Mg2Si, MnSi1.7, Mg2SiO4, CaF2等の化合物ナノ

シート束が開発されてきた．これらは元素半導体，あるいは化学量論的組成を有する化合物から

なるナノシート束である[1]．一方Mg2Si1-xGexなどの固溶体は連続的に組成比を制御する事により

物性を目的に応じてチューニングする事が出来る．固溶体によるナノシート束が実現できればチ

ューニングされた低次元物性を大型電子デバイスに応用する事が可能となる．本研究では，層状

構造を有するCaSi2をテンプレートとしてMg2Si-Mg2Ge系ナノシート束の作製を試みた． 

実験：Ar雰囲気中にて石英管にCaSi2, MgCl2, Mg及びGeの混合粉末を充填し，真空中600℃にて2時

間保持した後，室温まで自然冷却させた．生成したナノシート束をイオン交換水及びエタノール

にて洗浄した後，乾燥させた．得られたナノシート束をFE-SEM，EDS，XRD, Raman spectroscopy，

FTIR及びTEMにより評価した． 

結 果 ： Fig. 1 に ソ ー ス の 混 合 比 を

CaSi2:MgCl2:Mg:Ge=1:2:8:2~0.2として熱処理を施し得られ

たナノシート束のX線回折パターンを示す．概してGeの混

合比が大きくなるに伴いピークが低角度側にシフトする

という相関がみられる．当日には，より詳細な構造評価の

結果を示すとともに，ナノ構造が生成されるメカニズムを

考察する予定である.  
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Fig.1 XRD results of the nanosheet 

bundles synthesized using the source 

materials with the molar ratio of 

CaSi2:MgCl2:Mg:Ge=1:2:8:x.  
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